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　　緊急銃猟に向けた計画立案（要件の確認）※要件を満たさない場合には中止

⚫ 捕獲者の配置・射角・バックストップの確認
⚫ 住民避難、通行制限の範囲
⚫ その他関係者の配置・役割分担
⚫ 緊急銃猟チェックリスト ( 捕獲者用 ) への記載・署名

応援要請
（県、および
近隣の自治体）

緊急銃猟実施の委託
・証票の受け渡し・留意点の説明

LINE等情報発信

緊急銃猟のための土地の立入等

緊急銃猟の実施

止め刺し・現場確認

建築物等への損失確認・原状復帰

安全を確保するための措置解除

住民避難

現地到着・状況確認・対応方針の検討

通報

警察との情報共有、美馬市（鳥獣被害対策実施隊）等への連絡

対応終了

01 美馬市における緊急銃猟フロー



⑴ 役割分担の整理・確認

●　ツキノワグマ・イノシシ《以下、「クマ等」という。》出没の通常対応と違い、各々が役割をもって対応にあたることになるため、

　　 自然災害の対応に準じて、平時から自分の役割を認識しておくことが重要

●　中でも美馬市経済部農林課鳥獣害担当が中心的な役割を担う。

●　出没場所や状況によっては多数の人員が必要となる。また、休暇中などで当初想定している全員が対応できるとも限らないため、

　　 課内職員や他区地域安全に応援を依頼し代役を立てるなどの判断も求められる。

　　 このため、応援を依頼する可能性がある職員には、平時からクマ等出没情報や本マニュアルについて周知しておくこと。

⑵ 主な班構成と役割

　　
構成
（◎：リーダー）
（○：調整役）

◎ 農林課長   ◎  観光交流課長② ◎  企業応援課長③ ◎  経済部長

○ 農林担当①    •   観光交流課職員  •   企業応援課職員  •   危機管理課長

 •   農林課職員    •  市クマ等防除隊(猟友会)  •   警察 　　危機管理課担当

【記録係】

 •   市クマ等防除隊 (猟友会）

 •   警察

   •  警察 ・　教育委員会教育総務課長
　　教育総務課担当

役割 ✔ 現場対応の指揮・統括 ✔ 計画範囲の住民の避難誘導 ✔ 計画範囲の通行制限(※) ✔  現地本部との連絡調整

✔ 計画の決定・実行 ✔ 退避か屋内避難かの判断 ✔ 避難誘導班との連携 ✔  応援職員の調整

✔ 捕獲者 ( 防除隊) への委託 ✔ 通行制限班との連携 ✔  緊急銃猟実施時の要件確保 ✔ 県内外の関係者との調整

✔ 本庁との連絡 ✔ 緊急銃猟実施時の要件確保 ✔  広報担当・報道対応

✔ 原状復帰・損失確認 ✔ クマ等逸走時の対応 ※緊急車両については通行可

とする。
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02 平時からの準備

避難誘導班 通行制限班 事務所班現地本部
（監視班含む）



⑶ 用品の確認

項目 説明 数量 チェック

 通常対応時※から

 使用しているもの

ヘルメット ・農林課、対応に従事する者ともに装着必須

・普段から使用するため個人持ち(事務所保管)を基本

・クマ（猪）撃退スプレーについては使用期限［3年］に注意、

  農林課で予備として数本常備しておくこと

長靴又は安全靴

クマ(猪）撃退スプレー

トランシーバー

・農林課で所持

・通常時は主に狩猟対応で使用、通常台数6台のほか、緊急銃猟用として4台
保管

デジタル簡易無線
・危機管理課で所持

・各班リーダー間での通信用

モバイルバッテリー ・公用携帯やカメラ等の充電に使用、定期的に充電しておくこと

腕章

【鳥獣被害対策実施隊】

・鳥獣被害対策実施隊等で所持

・通常出動時に装着

・緊急銃猟時にも全員装着していること
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02 平時からの準備

※通常対応時：徳島県市街地出没ガイドライン参照　　レベル１（通常注意レベル）、およびレベル２（警戒監視レベル）が該当

⚫ 通常対応時※に必要なものの他、緊急銃猟時に必要な用品を準備しておく

⚫ 実際の対応時に探し回ることがないよう、バッグに入れるなどして極力 1か所にまとめて保管しておくこと

⚫ 緊急銃猟以外で使用することを妨げるものではないが、チェックリストを使い在庫管理すること



⑶ 用品の確認

項目 説明 数量 チェック

 緊急銃猟時に

 必要なもの

証票(腕章【赤】)
・緊急銃猟捕獲者用

・緊急銃猟の委託時に、農林課長から受け渡し

証票(腕章【黄】)
・緊急銃猟従事者用

・土地への立入時の証票を兼ねる

ウェアラブルカメラ
・記録用

・現場本部用、避難誘導班、通行制限班に１台ずつ

誘導棒 ・主に避難誘導用/通行制限用で使用

プロテクター ・クマ等防除用(屋内での対応時など)

盾
・現地本部用(屋内での対応時など)

※銃弾を防げる盾ではないので使用時は注意すること

 その他

ライト(照明器具) ・屋内など明かりが必要な状況での使用を想定

乾電池等（予備） ・トランシーバー等に使用（必要な型・種類を確認すること）

ブルーシート
・捕獲後の個体の運搬に必要

・荷物置き場としても使用可
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⑷ 訓練の実施

⚫ 緊急銃猟について、年１回以上訓練を行うこと

⚫ 机上・実地の種類は問わないが、実施する場所( 区域) 、時間や人の流れについても考慮すること

⚫ 訓練の実施に当たっては、警察や猟友会等と十分調整のうえ、経験者と経験の少ない者を組み合わせるなど、

　　全体のレベル向上に努めること

⚫ 県、警察、周辺自治体等関係機関の連絡先は都度更新を行い、連絡・協力体制の確保に努めること
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クマ等出没
(聞取り)

市民(通報者)

(通報) (通報)
(連絡)

市役所(※) 所轄警察署

(共有)

(共有)

美馬市経済部農林課

現地対応へ
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美馬市鳥獣被害対策実施隊

（徳島県猟友会美馬市管内各支部）

⑴ 通報から現地集合まで

⚫ 通報を受けて(警察経由で情報を受けた場合を含む。 )から現地到着までの流れは、通常の出没

　　 対応時と大きく変わらないが、より迅速に対応する必要がある。大まかな流れを下図に示す。

※時間外・休日は、警備員及び日直が聞取り後、速
やかに鳥獣害担当（あるいは農林課）へ連絡

徳島県警察本部

03 緊急銃猟実施の流れ

徳島県
美馬農林事務所等



◇　目撃時間

◇　場所(詳細な場所が分かっていなくても、大まかな場所でもよい)

◇　種類　ツキノワグマ、イノシシ

◇  頭数・大きさ(１頭なのか複数頭(親子)なのか、など)

◇　現在の対応状況

※写真・動画の有無等の詳細情報は、第一報配信後に改めて聞き取りするなど工夫すること

※誤報の可能性も考慮し、可能な限り情報の事実確認等を行い、しっかり判断すること

ア 情報発信

• 目撃者から以下に示す最低限必要な情報が分かった時点で、速やかに「第一報」の情報発信を行う

市公式LINE 市広報インフォカナル 市公式HP
【2025年8月14日（木）】

03 緊急銃猟実施の流れ 美馬市経済部農林課
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【緊急】クマ出没情報(○町××)

◆日時
8月14日(木)10時20分頃

◆場所

○町×番地付近

◆内容
クマ１頭が出没しています

市と警察で対応中です。

大変危険ですので、決して近づかないよう

十分注意してください。

【緊急】クマ出没情報(○町×番地)

先ほど10時20分頃、○町×番地付近にクマ
が出没しているとの通報が寄せられました。
現在、市と警察で対応中です。
大変危険ですので、決して近づかないよう
十分注意してください。

午前10:50 ・ 2026年8月14日

タイトル
【緊急・第一法】クマの目撃情報（○町××）
内容
下記地点でクマの目撃情報が寄せ
られました。クマは現在も目撃地点にとど
まっており、○○市、警察で現地対応中です。
付近の方は十分に注意してください。

【目撃日時】
8月14日(木)10時20分頃

【目撃地点】

○町×番地付近
https://goo.gl/maps/…

【目撃内容】

クマ1頭を目撃



イ 関係者への共有・出動要請

• 現にクマ等がいる又はいる可能性が高く、緊急銃猟を含む捕獲対応が必要と判断される場合、

　美馬市鳥獣被害対策実施隊( 徳島県猟友会美馬市管内各支部 )  に出動要請する。

　要請の際は分かる限りの情報を伝え、各々と必要な人材・人員について調整する。

• 美馬市 ( 農林課 ) は、部長、課長、及び課内職員に速やかに周知し、緊急銃猟を見据えて現場と事務所で対応できる準備を整える。

※ この時点では、必ずしも全員で体制を確保することは必要としない。状況に応じて待機要請でも構わない。

• 農林課は、庁内関係者・関係課（部署）に速やかに周知し、対応できる準備を整える。

• 出没場所近くの学校については、美馬市教育委員会教育総務課(学校施設管理担当 )を中心に情報提供・注意喚起を行う。

ウ 現地に到着したら

• 美馬市経済部農林課  、鳥獣被害対策実施隊は可能な限り迅速に現場集合する。

• 美馬市経済部農林課は、通常必要な用具のほか、緊急銃猟時に必要な用具も可能な限り持参する。

• 現着したら、自身の安全を確保した上で、警察や目撃者に状況を聴取し、関係者に適宜共有する。

• すでに報道機関が駆け付けている場合、警察と協力のもと、安全確保のための誘導を行う。

• クマ等を現認した場合には、クマ等を刺激しないよう距離を取り、可能であれば、報告用として写真・動画等　記録することが望ましい。
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⑵ 現状確認及び緊急銃猟に向けた計画立案» 【現地本部/監視班】

ア クマ等の状況を確認
• 目視で確認できる場合は、当該個体を監視する者(以下「監視班」という。)を置く。

• 「監視班」は、市 ( 農林課又は指定する者 ) 、（捕獲者・従事者）及び警察で構成し、
　個体に動きがあれば、随時「現地本部」へ報告する。

• （ 屋内など ) 目視での確認が難しい場合は、まず、どのように当該個体の状況を確認するか

　関係者で協議する。（この際ドローンの使用も検討すること）

• 「監視班」と離れた場所かつ安全が確保された場所に「現地本部」を設置し、計画立案のため

　の検討を行う。
・ 緊急銃猟チェックリスト ( 捕獲者用 ) への記載・署名を依頼する。
・ 可能な限り、この時点から記録としての動画撮影を開始【記録係：農林課職員】

以降、状況の変化とともに、

以下手法を選択肢として持てるよう意識すること

✔ ( 鳥獣保護管理法の ) 許可捕獲

✔ 緊急銃猟

✔ 警察官職務執行法第４条による命令
✔ 刑法による緊急避難

「
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イ 緊急銃猟に向けた計画立案» 【現地本部/監視班】

• 土地の立入のための証票として、市職員等は腕章 ( 黄 ) を装着しておくこと

※ 緊急銃猟対応中であることを住民に周知するためにも、土地に立入するか否かに関わらず、対応中は常に装着しておくこと

次ページ«緊急銃猟の要件・判断するポイント» 12

緊 急 銃 猟
美　馬　市

例：緊急銃猟の場合

03 緊急銃猟実施の流れ

　※ 緊急銃猟を検討する場合、市街地徘徊鳥獣対応ガイドライン、およびツキノワグマ対応指針を確認の上で検討すること。

• 現状クマ等が出没している状況を踏まえ、緊急銃猟の要件を満たすかを確認する

• なお、必ずしも緊急銃猟の要件にあてはめて実施をするのではなく、警察官職務執行法による命令による発砲、

鳥獣保護管理法に基づく許可捕獲など、あらゆる可能性を考慮し、安全かつ確実にクマ等を排除できる手法を選択すること

【現地本部/監視班】【避難誘導班】【通行制限班】



※ あくまでポイントであり最終的にはケースに応じて判断すること

01　クマ等が人の日常生活圏に侵入している又は侵入するおそれが大きいこと
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03 緊急銃猟実施の流れ

※住居や広場、生活用道路、商業施設、農地その他の勤務地、電車、自動車、船舶等も含まれる

«緊急銃猟の要件・判断するポイント» 【現地本部/監視班】



03　銃猟以外の方法では的確かつ迅速な捕獲等が困難であること

04　住民や第三者に銃猟による危害を及ぼすおそれがないこと
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⚫ 避難誘導、通行制限の範囲は一律に定めない

⚫ 以下の点に留意し、関係者や警察と協議のうえ決定する

① 以下のような状況では現実的に困難であり、要件を満たさないものとする

ア クマ等が移動しているとき

イ 貫通又は打ち損じての跳弾の可能性が非常に高い市街地中心部などに出没しているとき

ウ 鳥獣被害対策実施隊はじめ、当日現場にいる人数・人員等により確実に捕獲できる可能性が高くないと判断されるとき

② 鳥獣被害対策実施隊に以下事項について意見を求め、全員で共有する。

• 発砲する方向、人員配置

• バックストップは確保できているか、跳弾の可能性、危険物はないか

• ( 屋内であれば麻酔銃の使用も検討)

«緊急銃猟の要件・判断するポイント» 【現地本部/監視班】

03 緊急銃猟実施の流れ

02　クマ等による人命または身体への危害を防止するため、緊急に対応が必要であること
※ 単発の出没かつ山際など追払える状況であれば対象外となることも

(該当となる例)

• 動物等の死がいなど明確な誘引物を目的に出没している又は人慣れ等で繰り返し出没している個体

• 民家の周辺など追い払いが難しい場所に出没している個体



(04　つづき)住民や第三者に銃猟による危害を及ぼすおそれがないこと

③ 避難誘導の範囲は、「丁目」や「番地」などの区画をひとかたまりとして検討することを基本とする。

④ 避難誘導は原則、緊急銃猟を実施するエリア外への退避を促すこととするが、クマ等との距離、発砲する方

向を考慮して、屋内退避も含め、安全かつ効率的な方法を選択する

⑤ 通行制限は、警察との協議のもと、う回路確保なども考慮し警察の助言に従い決定すること。

なお、避難誘導の範囲もこれに連動することがある。

⚫ 避難誘導、通行制限の範囲が決まり、留意事項の確認を共有できたら、想定される必要人数を算出する。

 　( 次ページ「⑶ 応援要請」へ)

⚫ ガイドラインで示される「警察署への通報」は、原則警察と行動を共にするので不要、

　　「鉄道施設の管理者との協議」については、JR四国が想定される。

　　連絡先は年度初めに更新しておくこと

⚫ 「避難誘導班」( リーダー：農林課担当②)、「通行制限班」(リーダー：農林課担当)を設置、

　　それぞれリーダーのもと、グループ分けや移動手段等を協議する。準備でき次第移動開始
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«緊急銃猟の要件・判断するポイント»　 【現地本部/監視班】



⑶ 応援要請【全体】

ア 庁内部局への応援要請　【現地本部】【事務所班】（いずれか）
　

• 前ページまでの計画立案後、緊急銃猟の実施のための安全確保( 避難誘導、通行制限) に必要な人数を想定

• 人数に応じて、庁内部署へ応援要請する。

• 主に応援要請が想定される部局は、以下を想定

① 危機管理課

② クマ等がいる又は安全確保する範囲にある施設を所管する部・課

③ ( 農地の場合 ) 農林課

④ その他経済部長・農林課長が必要と認める部・課

• 現場対応のほか、以下部局へも対応を依頼すること (主に「事務所班」から実施)

① デジタルトランスフォーメンション推進課 ( 広報 ) 【 SNS での配信、プレスリリース対応など】

② 教育委員会【学校への周知、学校の対応の取りまとめなど】

•

イ 県への応援要請　【現地本部】【事務所班】（いずれか）

• 人員については庁内部署に応援要請することを前提とする。

• 判断が難しい事案や市域をまたぐ可能性がある場合などは、県への応援要請も行う
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⑷ 鳥獣保護管理法施行令第５条第４項に基づく公示

【緊急】クマ等緊急銃猟に関するお知らせ (美馬市経済部農林課)

本日8月14日(木)12時頃より、○町○○付近から○○付近の周囲において、出没したクマ等への緊急銃猟対応
のため、通行制限・避難誘導を行います。ツキノワグマが動き回ることも考えられ、発砲に伴う危険もあること
から、周辺に近づかないよう、ご協力お願いします。

公示内容

• ホームページでの公開やプレスリリースを行う場合には、制限範囲の地図を添付するよう努めること

17
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• 鳥獣保護管理法施行令第５条第４項に基づく公示として、美馬市広報Xインフォカナル、ホームページでの周知を行う。

• 計画立案後、避難誘導・通行制限等の「安全を確保するための措置」を講じる前に実施する必要がある。

• その他、SNS、 LINE 、プレスリリースでも周知を行う。

【現地本部】【事務所班】（いずれか）



⑸ 安全を確保するための措置
ア 避難誘導

• 前項の公示を行ったのちに実施すること。ただし公示を行っている間にあらかじめ配置についていることが望ましい。

• 基本的に車から広報することとするが、拡声器では聞き取れないことも多いので、適宜直接住民に呼びかけるなど、

工夫すること

• 住民の退避を呼びかける場合には、通行制限班と連携を図り効率的に実施すること

• 鳥獣被害対策実施隊の護衛付きで実施することが望ましいが、その際には警察官も同行のもと、万一の際には、

　発砲に係るあらゆる選択肢を取れるよう準備、調整しておくこと

• いくつかグループを分けた場合、それぞれはトランシーバーでやり取りをし、避難誘導班リーダーが統括する

• 本部との情報共有などはリーダーが行うこととし、その際はデジタル簡易無線を使用すること

• 避難誘導完了後、緊急銃猟終了までの間は、避難誘導区域の境界付近等、比較的安全な位置から、住民が区域内に

　入らないよう、又は住宅から出て来ないよう観察しておくこと

• 前項の公示を行ったのちに実施すること。ただし公示を行っている間にあらかじめ配置についていることが望ましい。

• 基本的には車のすぐ近くで通行規制を行い、危険が及ぶ恐れがある際にはすぐに車内に避難すること

※ ただし通行制限は、クマ等のいる位置から遠い位置で行うことが想定されるので、必ずしも車とセットで配置し

ている必要はなく、臨機応変に対応すること

• 避難誘導班が住民の退避を呼びかける場合には、連携を図り効率的に実施すること

• いくつかグループを分けた場合、それぞれはトランシーバーでやり取りをし、通行制限班リーダーが統括する。

• 本部との情報共有などはリーダーが行うこととし、その際はデジタル簡易無線を使用すること

• 通行制限完了後、緊急銃猟終了までの間は、通行制限区域の境界付近等、比較的安全な位置から、住民が区域内に
　入らないよう観察しておくこと
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03 緊急銃猟実施の流れ
【避難誘導班】【通行制限班】



⑹ 緊急銃猟に係る条件の確認、緊急銃猟の委託　【現地本部/監視班】

⚫ 現地本部でチェックリストに基づき、緊急銃猟の要件等を満たしていることを確認

⚫ 確認後 ( 捕獲者 ) に対して、腕章( 赤 ) をわたす ( 緊急銃猟の委託(※) )

※ 市職員が捕獲者となる場合は、委託ではなく指示となるが、美馬市では現時点では想定していない

⚫ 留意点を伝える。

➢ 緊急銃猟を実施する場所 ( エリア )

➢ 弾丸を到達させるべきではない危険性の高い物件等

➢ できる限り損壊すべきでない物件等

➢ 緊急銃猟の条件が整わなくなる場合、合図等

⚫ 以上の確認が終わったら、 ( 捕獲者 ) は配置につく

⚫ 以降発砲のタイミングは、 ( 捕獲者 ) に委ねるが、状況が変わることもあるため、

　　　常に現地本部のリーダー ( 又はサブリーダー)と連絡を取れる状況にしておくこと

⚫ 発砲及びその後の止め刺し確認をもって、緊急銃猟の実施を終了する

⚫ 現地本部のリーダー(又はサブリーダー)は「クマ等が移動した」「住民や第三者に銃猟による危害を及ぼすおそれが新たに生じた」

      など、緊急銃猟の条件が整わなくなった場合は、速やかに (捕獲者)に伝達し、緊急銃猟を中止すること

⚫ 緊急銃猟の要件を満たさなくなった場合には、速やかに ( 捕獲者 ) から証票を返却させるものとする      
19
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⑺ 土地の立入、障害物の除去等　【避難誘導班】【通行制限班】

⚫ 法第34条の３第１項の規定により、緊急銃猟時に他人の土地に立ち入らせ、

　　 若しくは障害物を除去させる者は、次の各号に掲げる者とする

（１）美馬市経済部農林課職員 
（２） 美馬市経済部内職員
（３）美馬市クマ等鳥獣被害対策実施隊

（４）その他美馬市長が必要と認める者

⚫ なお、土地の立入時には、12ページに示した腕章( 黄 ) を着用すること( 防除隊については、腕章( 防除隊)でも可とする。)

⚫ 緊急銃猟実施後には、原状回復、損失確認を実施し、写真等で記録しておくこと
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⑻ 原状回復、安全を確保するための措置の解除、損失確認【全体】

緊急銃猟実施が終了した際(又は中止した際)には、【現地本部】から全員に速やかに周知すること

ア 原状回復・損失確認　【現地本部/監視班】
• 発砲、止めさし後、クマ等の状態、跳弾がないか、着弾は何発かなどを確認する。

• 簡易な計測が可能な場合には、体長や前掌幅などを確認すること

• 流血など現場を汚損している場合には、水洗いなどで原状回復に努めること

• 発砲に伴い、物損が生じていないか確認する。

• 以上については、できる限り写真等で記録しておくこと【記録係】

イ 安全を確保するための措置の解除【全体】
• 現地本部から緊急銃猟実施が終了した報告を受け、安全を確保するための措置 (避難誘導、通行制限)を解除すること

• 事務所班は緊急銃猟実施時に公示した媒体を使って、終了した旨を速やかに報告することが望ましい。


